
主主

ト
カ

一
し
た
と
い
ふ
。
し
か
し
常
光
大
師
鰐
録
に
、
富
樫
宇
一
邪
縞
四
容
が
あ
る
。
安
四
年
五
周
泰
山
崎
は
加
賀
の
南
半
を
、
成
春
は
北
宇
一
毅
し
た
時
、
泰
俊
は
そ
の
子
穂
春
ハ
法
名
宗
珍
〉
及
び

山
海
結
跨
士
十
三
年
忌
弟
諸
家
穏
と
題
し
た
寄
橋
が
一
ト
ガ
シ
モ
チ
ハ
ル
富
犠
持
審
請
春
の
子
。
臨
一
を
領
し
二
一
人
共
に
笛
樫
介
と
揺
す
る
こ
と
を
定
め
一
実
易
侍
者
と
共
に
皆
自
尽
し
た
o
饗
俊
時
に
年
六
十

あ
っ
て
、
そ
の
宇
山
需
給
は
昌
家
の
こ
と
で
あ
る
か
一
永
三
十
四
年
六
周
焚
の
死
後
家
そ
癌
い
で
加
賀
介
と
一
て
妥
協
し
た
。
し
か
も
成
春
は
そ
の
後
失
政
に
図
。
一
四
。

ら
、
臨
永
六
年
に
筒
滞
家
が
生
存
し
て
ゐ
た
わ
け
で
一
な
り
、
爾
後
将
軍
足
利
義
持
及
び
義
教
は
腿
そ
の
邸
一
て
野
J

市
を
逃
走
し
、
長
線
ご
年
萄
領
を
赤
松
政
則
一
ト
ガ
シ
ヤ
ス
ナ

9

富
樫
泰
成
泰
高
の
子
。
畏

あ
り
、
昌
家
の
後
は
識
家
か
或
は
そ
の
子
の
諸
春
が
一
に
臨
ん
だ
。
永
事
五
年
悶
七
用
十
日
持
春
サ
一
援
を
一
に
賜
う
た
が
、
成
春
の
治
医
は
嫡
子
政
親
を
擁
し
、
一
疎
二
年
申
次
記
に
務
軍
の
御
供
衆
と
し
、
永
亭
以
来

織

い

だ

の

で

あ

ら

う

。

一

以

て

卒

L
、
法
名
を
爾
鍛
寺
常
永
と
い
う
た
。
一
文
明
中
に
京
つ
て
は
赤
松
氏
の
所
領
そ
奪
う
て
富
樫
一
御
番
騒
文
明
十
ご
三
年
の
頃
に
御
相
伴
衆
と
し
、
官

E
F
ガ
シ

εツ
ナ
日
富
樫
繍
成
務
成
の
系
聞
は
一
ト
ガ
シ
モ
モ
ノ
ヰ
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
フ
宮
接
続
井
畠
一
介
と
稽
し
た
の
み
な
ら
ず
、
持
軍
義
簡
の
信
任
最
も
一
は
中
務
大
輸
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
文
明
末
年
交
に
先

明
ら
か
で
な
い
。
幼
名
香
艦
、
後
に
兵
部
大
輔
と
稽
一
山
爵
ご
珊
。
富
田
景
周
箸
。
加
賀
の
領
主
邸
機
氏
、
一
厚
き
を
得
た
の
で
、
穂
高
は
己
の
地
位
を
維
持
す
る
一
だ
ち
て
夜
し
、
智
識
院
慈
凱
と
詮
せ
ら
れ
た
o
之
を

し
た
。
邸
永
サ
一
年
六
周
八
日
富
樫
清
春
と
共
に
加
一
越
中
の
桃
井
氏
、
能
管
の
畠
山
氏
=
豪
の
訴
で
あ
る
一
億
本
願
寺
門
徒
と
挺
鰐
し
、
長
事
ご
年
謹
に
政
親
を
一
以
て
恭
一
両
の
後
は
そ
の
養
子
種
泰
が
襲
い
だ
。

賀
守
髄
と
な
り
、
一
時
将
軍
足
利
義
持
の
信
任
を
得
、
一
が
、
未
定
稿
で
あ
る
。
一
石
川
郡
高
周
城
に
滋
ぼ
し
た
。
泰
高
は
初
め
能
美
郡
一
ト
ガ
ダ
イ
ガ
タ
根
大
畢
越
前
の
人
。
初
め
靭

サ
三
年
十
一
周
前
将
軍
義
務
の
治
子
押
小
路
大
納
言
一
ト
ガ
シ
ヤ
ス
ア
キ
富
鑓
泰
明
週
搭
次
郎
o
元
一
御
幸
爆
に
腐
た
が
、
是
に
.
辛
一
り
て
尖
砲
の
跨
館
野
J

一
倉
氏
に
仕
へ
、
天
正
中
前

m利
長
に
臣
事
し
、
後
大

義
嗣
の
不
軌
を
閥
ら
う
と
し
た
時
、
之
を
林
光
院
に
一
郎
ご
年
三
周
入
日
加
賀
の
守
殺
と
し
て
白
山
宮
に
柿
一
市
に
移
り
、
延
徳
元
年
を
以
て
夜
し
た
と
せ
ら
れ
一
坂
の
役
に
御
馬
廻
頭
と
し
て
従
ひ
、
そ
の
後
役
に
は

幽
す
る
に
及
ん
で
、
俄
か
に
勢
力
を
得
、
サ
五
年
正
一
奔
し
た
こ
と
が
、
白
山
宮
被
般
都
中
記
録
に
見
え
る
よ
る
。
法
名
瑞
光
寺
良
幸
。
但
し
こ
の
奴
年
に
就
い
て
一
千
賀
矢
倉
下
で
首
一
つ
を
娘
、
除
遼
に
二
千
宏
一
白
石

月
サ
一
点
目
途
に
林
光
院
を
火
攻
し
て
義
嗣
を
殺
し
一
泰
明
は
箆
機
民
の
系
闘
で
家
春
の
次
に
来
る
者
で
あ
一
は
疑
が
あ
る
。
何
般
な
ら
石
川
郡
醤
性
寺
文
醤
永

E
一
に
去
っ
た
。
突
和
三
年
授
。
子
孫
世
々
藩
に
仕
へ
る
、

た
。
然
る
に
幾
く
も
な
く
満
成
が
義
嗣
の
妾
林
欧
局
一
る
が
、
そ
の
聞
に
多
〈
の
年
腕
を
隔
て
る
が
故
に
、
一
元
年
三
月
五
日
の
安
堵
紋
に
、
『
任
鑓
幸
御
寄
滋
之
旨
一
ト
ガ
タ
=
畠
ヶ
谷
能
美
郡
白
山
下
に
鴎
す
る
。

に
艶
醤
-
量
っ
た
こ
と
が
露
れ
て
、
議
持
の
怒
に
燭
一
或
は
家
簡
を
以
て
充
た
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
知
一
永
不
可
有
制
強
者
也
。
』
と
あ
っ
て
、
そ
の
提
幸
の
竺
事
保
近
年
の
醤
上
に
、
昔
は
十
ヶ
谷
と
書
い
た
が
、

れ
、
十
一
周
サ
四
日
京
都
を
脆
し
て
高
野
に
入
。
、
一
れ
ぬ
。
一
滋
紋
は
明
郎
八
年
丸
月
晦
日
の
も
の
を
指
す
の
み
な
一
貞
享
三
年
の
頃
か
ら
鴇
ヶ
谷
に
殴
め
た
と
あ
る
o
附

次
い
で
菅
野
に
縛
じ
、
翌
年
ご
周
四
日
畠
山
滞
家
の
一
ト
ガ
シ
ヤ
ス
イ
へ
富
樫
泰
家
家
純
の
子
で
、
一
ら
ず
、
同
九
年
十
一
月
十
三
日
幕
吏
の
執
謹
朕
に
富
一
涯
石
炭
を
出
す
が
良
質
で
な
い
o
明
治
廿
一
年
の
自

侭

に

誘

殺

せ

ら

れ

た

。

一

兄

家

直

の

後

を

織

い

だ

o
穏
永
ご
年
源
義
仲
が
北
陸
一
機
介
入
道
と
し
て
、
筒
そ
の
生
存
し
た
こ
と
を
知
り
一
山
遊
記
に
、
『
裳
問
販
畠
村
開
-
廿
王
町
除
。
新
聞
=
石

E
F
ガ
シ
S
ツ
ハ
ル
富
極
滴
審
請
家
の
子
。
臨
一
道
を
綬
て
京
に
上
っ
た
時
、
饗
家
之
に
従
号
て
功
が
一
得
る
か
ら
で
あ
る
。
議
し
延
徳
元
年
は
そ
の
隠
棲
し
一
炭
刊
共
坑
有
る
一
。
近
時
己
犠
=
採
取
之
業
刊
腕
レ
得

永
廿
一
年
六
周
八
日
繍
成
と
共
に
加
賀
守
設
に
任
ぜ
一
あ
っ
た
。
然
る
に
幾
ば
〈
も
な
〈
義
仲
は
頼
朝
の
討
一
た
年
で
も
あ
ら
う
o

一
漸
多
云
。
其
吠
無
昌
定
形
4

.

耐
部
片
桐
章
。
以
鑓
レ
塊
。

ら
れ
た
が
、
サ
五
年
十
一
周
識
成
の
失
脚
し
た
後
は
一
伐
を
受
け
て
梨
諸
に
敗
死
し
た
か
ら
、
謙
一
家
は
鎌
合
一
ト
ガ
シ
ヤ
ス
ツ
ナ
富
樫
泰
縄
天
文
日
記
五
年
一
然
脆
甚
0
』
と
見
え
る
。

濁
将
軍
の
信
任
を
得
、
義
蝕
及
び
義
持
が
麗
そ
の
邸
一
に
錨
服
し
、
凶
に
就
い
て
盤
崩
し
た
o
阪
に
し
て
文
一
悶
十
月
十
九
日
の
僚
に
宮
崎
慌
小
次
郎
代
始
祝
儀
の
こ
一
ド
ガ
タ
-
-
ヤ
マ
ど
が
谷
山
関
東
部
宮
地
部
第

に
臨
ん
だ
こ
と
が
寵
さ
れ
て
ゐ
る
。
瀦
春
晩
年
側
諸
一
治
元
年
額
朝
の
諸
凶
に
守
継
地
頭
そ
鐙
く
や
、
饗
家
一
と
が
早
ぇ
、
阿
醤
宛
名
留
に
は
小
次
郎
の
諮
を
泰
緬
一
の
北
方
に
在
る
山
。
高
さ
ご
五
五
米
。
地
質
第
三
紀

に
耽
り
、
館
中
に
都
営
を
設
け
、
法
名
を
勝
蓮
寺
常
一
召
さ
れ
て
左
衛
門
尉
に
任
じ
、
加
賀
の
守
殺
に
任
ぜ
一
と
せ
ら
れ
る
。
こ
の
小
次
郎
は
後
の
哨
貞
の
こ
と
で
一
層
。

織
と
い
ろ
た
o
岡
三
十
四
年
六
周
九
日
卒
0
.

一

ら

れ

た

。

一

あ

る

か

ら

、

随

っ

て

泰

緬

は

哨

貞

の

初

諒

で

あ

る

o

一
ト
ガ
ナ
ガ
ヨ
日
栂
長
頼
遺
稿
叉
吉
・
源
五
左

ト
ガ
シ
モ
タ
エ
富
樫
談
窓
奨
宗
東
援
の
慣
。
一
ト
ガ
シ
ヤ
ス
タ
カ
富
樫
泰
高
浦
春
の
子
。
敬
一
ト
ガ
シ
ヤ
ス
ト
シ
富
樫
泰
俊

五
八
五


